
は
じ
め
に 

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
か

ら
、
林
野
庁
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
と

共
同
で
低
密
度
植
栽
が
植
栽
木
の
材
料

強
度
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
結
果
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

低
密
度
植
栽
と
は 

本
題
に
入
る
前
に
、
ま
ず
低
密
度
植

栽
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
日

本
国
内
の
林
業
で
は
、
従
来
、3,

0
0
0

本

/h
a

程
度
の
植
栽
密
度
が
一
般
的
な
方

法
で
し
た
。
こ
れ
を

1
,
0
00

本/h
a

～

1,
5
0
0

本/ha

程
度
の
植
栽
密
度
に
す

る
こ
と
を
「
低
密
度
植
栽
」
と
い
い
ま

す
（
林
野
庁20

2
0

）。
植
栽
本
数
を
減
ら

す
こ
と
で
、
植
栽
に
か
か
る
費
用
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
間

伐
の
回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
施
業
全
体
の
費
用
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
近
年
、
木
材
価
格
の
低

迷
に
よ
り
施
業
コ
ス
ト
を
低
減
し
た
い

と
い
う
森
林
所
有
者
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
、
施
業
方
法

で
す
。 

低
密
度
植
栽
が
材
料
強
度
に
与
え
る
影

響 

低
密
度
植
栽
に
よ
る
植
栽
木
の
材
料

強
度
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
と
し
て
、

未
成
熟
材
の
割
合
の
増
加
が
あ
り
ま
す
。

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
場
合
、
植
栽
か
ら15

年
生
程
度
の
間
に
幹
の
中
心
に
形
成
さ

れ
る
部
分
は
「
未
成
熟
材
」
と
い
い
、

そ
の
後
外
側
に
形
成
さ
れ
る
「
成
熟
材
」

の
部
分
と
比
べ
強
度
が
低
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
植
栽
密
度
が
高
い
ほ

ど
、
初
期
の
成
長
が
抑
え
ら
れ
る
た
め

未
成
熟
材
の
割
合
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
高
強
度
の
材
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
で
は
、
低
密
度
に
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
未
成
熟
材
の
割
合
が
多
く
な
る
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
植
栽
密
度
を
減
ら
す
ほ
ど
、
自

然
発
生
す
る
植
生
が
増
え
、
そ
れ
ら
と

植
栽
木
と
の
競
争
に
よ
り
、
初
期
成
長

が
そ
の
影
響
を
受
け
る
か
ら
で
す
。 

低
密
度
植
栽
が
植
栽
木
の
材
料
強
度

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の

報
告
が
あ
り
ま
す
が
（
た
と
え
ば
袴
田

2023

等
）
、
植
栽
地
域
に
よ
る
違
い
も

あ
る
た
め
、
ま
だ
ま
だ
調
査
事
例
を
積

み
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
本
研
究
で
は
広
島
県
内
の
国

有
林
に
て
、
植
栽
密
度
が
材
料
強
度
へ

与
え
る
影
響
を
調
査
し
ま
し
た
。 

低
密
度
植
栽
の
試
験
地  

今
回
、
調
査
を
行
っ
た
試
験
地
は
２

カ
所
あ
り
ま
す
。 

一
つ
は
、
広
島
県
神
石
高
原
町
に
あ

る
篠
原
山
国
有
林
で
す
。
平
成
４
年
度

に
超
低
コ
ス
ト
な
施
業
方
法
「
合
自
然

的
森
林
施
業
方
法
の
確
立
」
の
試
験
地

を
設
定
し
、10

年
間
の
生
育
調
査
を
広

島
北
部
森
林
管
理
署
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
植
栽
樹
種
は
す
べ
て
ヒ
ノ
キ
で
す
。

植
栽
密
度
は1,000

本/ha

、1,500

本

/ha
、3,000

本/ha

の
３
区
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
林
齢
は
調
査
時
（2022

）

に
は32

年
生
で
し
た
。
広
島
北
部
森
林

管
理
署
が
材
積
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

植
栽
密
度
が
低
く
な
る
ほ
ど
、
１
本
あ

た
り
の
材
積
が
大
き
く
な
る
特
徴
が
あ

り
ま
し
た
（
清
水
・
山
本2022

）。 

も
う
一
つ
は
、
広
島
県
福
山
市
に
あ

る
新
元
重
山
国
有
林
で
す
。
先
に
紹
介

し
た
篠
原
山
国
有
林
と
は
市
町
は
異
な

り
ま
す
が
、
実
際
は
近
距
離
に
あ
り
ま

す
。
こ
ち
ら
の
試
験
地
の
植
栽
樹
種
は
、

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
２
種
類
で
す
。
植
栽

密
度
は1,000

本/ha

、1,500

本/ha

、

2,000

本/ha

、3,000

本/ha

の4

区

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
試
験
区
の

調
査
時
（2023

）
の
林
齢
は
、
ス
ギ
は

52

年
で
ヒ
ノ
キ
は51

年
で
し
た
。 

応
力
波
伝
搬
速
度 

 

立
木
の
状
態
で
材
料
強
度
を
推
定
す

る
方
法
と
し
て
「
応
力
波
伝
搬
速
度
」

を
計
測
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
応
力

波
伝
搬
速
度
はFAKOPP

と
い
う
機
械

を
用
い
て
計
測
を
行
い
ま
す
。
そ
の
方

法
は
、FAKOPP

の
打
込
み
セ
ン
サ
ー

を
立
木
の
上
側
、
受
信
セ
ン
サ
ー
を
下

側
に
打
ち
込
み
、
送
信
機
に
打
撃
を
与

え
て
出
る
応
力
波
が
受
信
セ
ン
サ
ー
ま

で
の
到
達
す
る
時
間
を
測
る
も
の
で

す
。
こ
の
到
達
時
間
を
「
応
力
波
伝
搬

時
間
」
と
い
い
、
そ
の
値
と
、
打
込
み

セ
ン
サ
ー
と
受
信
セ
ン
サ
ー
の
距
離
か

低
密
度
で
植
え
ら
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
応
力
波
伝
搬
速
度
に
つ
い
て 
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ら
「
応
力
波
伝
搬
速
度
」
を
簡
単
に
計

算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
応
力
波

伝
搬
速
度
」
が
分
か
れ
ば
動
的
ヤ
ン
グ

係
数
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
動
的
ヤ

ン
グ
係
数
と
材
料
強
度
に
は
正
の
相
関

関
係
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の

で
、
「
応
力
波
伝
搬
速
度
」
を
計
測
す

る
こ
と
で
材
料
強
度
を
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
、

こ
の
「
応
力
波
伝
搬
速
度
」
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
。 

測
定
結
果 

篠
原
山
の
試
験
地
の
植
栽
樹
種

は
、
ヒ
ノ
キ
で
、
植
栽
密
度
ご
と
に
５

本
ず
つ
、
合
計15

本
の
立
木
に
つ
い
て

F
A
K
O
P
P

で
の
応
力
波
伝
搬
速
度
の
計

測
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
統
計

的
に
有
意
な
差
は
な
く
、
植
栽
密
度
の

違
い
に
よ
る
材
料
強
度
へ
の
影
響
は
確

認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

新
元
重
山
の
試
験
地
の
樹
種
は
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
２
種
類
で
、
植
栽
密
度

が
４
段
階
の
合
計
８
か
所
の
調
査
区
を

設
定
し2

0

本
ず
つ
、
合
計1

60

本
の
立

木
を
調
査
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
も
篠

原
山
の
調
査
と
同
じ
く
統
計
解
析
を
行

っ
た
結
果
、
先
の
結
果
と
異
な
り
、
植

栽
密
度
が
低
く
な
る
ほ
ど
応
力
波
伝
搬

速
度
が
低
く
な
る
結
果
と
な
り
ま
し
た

（
図
１
）
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、
植
栽
密

度
が
低
く
な
る
ほ
ど
材
料
強
度
が
低
く

な
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。 

２
か
所
で
の
調
査
結
果
が
異
な
っ
た

理
由
と
し
て
は
、
調
査
本
数
の
違
い
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
篠
原
山
で
の
調
査
の

ほ
う
が
新
元
重
山
で
の
調
査
よ
り
調
査

本
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
統
計
的
に

有
意
な
差
が
出
に
く
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。 

今
後
の
研
究
の
方
向 

 

今
回
は
立
木
の
状
態
で
の
調
査
で
あ

っ
た
た
め
、
あ
く
ま
で
簡
易
的
な
方
法

で
の
材
料
強
度
の
推
定
の
結
果
で
し

た
。
応
力
波
伝
搬
速
度
の
結
果
の
み
で

は
、
植
栽
密
度
が
材
料
強
度
に
与
え
る

影
響
を
明
ら
か
し
た
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
実
際
の
材
料
強
度
を
知
る
た
め
に

は
強
度
試
験
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
立
木
を
伐
採

し
、
原
木
丸
太
で
の
状
態
の
強
度
測
定

や
無
欠
点
小
試
験
体
で
の
強
度
試
験
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
樹
幹
解
析

に
よ
っ
て
詳
細
な
成
長
量
の
解
析
を
す

る
こ
と
で
、
植
栽
密
度
の
違
い
が
植
栽

木
へ
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
予

定
で
す
。 
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図 1 新元重山での応力波伝搬速度の測定結果 
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